
1 水 修学旅行(姫路・岡山方面）　

2 木 修学旅行(岡山・姫路方面）１年生この木曜日から５時間授業

3 金 文化の日

4 土

5 日 　　　　　　　　　　　　　　　　　

6 月 ５年森林学習～木育教室～（校外編）　委員会活動

7 火 児童朝会 中学生職業体験 ５年校外学習「大阪ｶﾞｽ科学館・明

治なるほどﾌｧｸﾄﾘｰ関西」 こころとからだと、くらしのｱﾝｹｰﾄ

8 水 中学生職業体験　　２年げんきこども園きりん組交流　

※諸費引落し　 　　　　　　　　　　　　　　　 ★短縮校時

9 木 ５年「お薬教室」 わんぱくタイム　PTA実行委予備日開催なし

10 金 計算タイム　尿検査予備日　 体重測定・保健指導１・２年 

５年森林学習（校外編）予備日　　

11 土

12 日

13 月 かけ足タイム①　５・６年体重測定　　　　★変則短縮５時間

14 火 ３・４年体重測定・保健指導　６年ﾊﾞｲｷﾝｸﾞ給食事前学習　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★短縮４時間

15 水 学校安全の日・防犯ブザー点検　就学時健診（新１年）　

ｸﾗﾌﾞ活動（６年生クラブ・委員会の卒業アルバム写真撮影）

16 木 １・２年遠足「うだ・ｱﾆﾏﾙﾊﾟｰｸ」６年「お薬教室」★短縮校時

17 金 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★短縮校時

18 土 土曜参観・学習発表会　ＰＴＡ臨時総会書面審議確認日

19 日

20 月 18日の代休

21 火 児童朝会　芸術観賞会（両小全校合同 会場は赤阪小）

22 水 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ★短縮４時間

23 木 勤労感謝の日

24 金 計算ﾀｲﾑ　３・４年遠足「あべのﾊﾙｶｽ」等　６年村郷土学授業

25 土

26 日

27 月 かけ足タイム②　　オンライン国際クラブOSAKA（申込み者）

28 火 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ★短縮４時間

29 水 校庭開放　　　　　　　　　　　　　　　　　 ★短縮５時間

30 木 かけ足タイム③　１・２年遠足予備日　　　　　

　　　　　　　　★は短縮校時　下校バス時刻も変わります

（ ）令和５年 ２０２３年

１０月３１日
（ ）第７号 １１月号

千早赤阪村立赤阪小学校

検 索赤 阪 小 学 校 で

http://www.chihayaakasaka.ed.jp/akasaka-elm/

について 年修 旅学 行 ６

１１月１日（水）・２日（木）
姫路城 倉敷美観地区
姫路セントラルパーク

行って参ります！ ６年生保護者の方
へ、現地から折々メール配信をいたし
ます。今年度から臨海学校同様、「速
報ブログ」は開設いたしません。後日、
学校ホームページの「宿泊行事特集」
のコーナーで写真を公開いたします。

年交 バ 給流 イキング 食 ６

昨年度までは学校で1２月1日（金）
セレクトお弁当を食べる方式で、千早
小吹台小６年生とはスライドショーで
交流をしていましたが、4年ぶりに「く
すのきホール」で集まる形に戻ります。

校か 記け足 録会 全

10月27日にプリント1２月５日（火）
を配布いたしましたが、「記録会」に向
けて、長休みの「かけ足タイム」や各学
年の体育の時間に、かけ足運動に取り
組みます。

（概要）土曜参観について

学習参観 学習発表会
体育館にて11月1８日（土）

９：４５ 開会
３年生の発表
３年生 ４年生の合同発表/
４年生の発表
５年生の発表
１年生 ２年生の合同発表/
６年生の発表

１１：0５頃 閉会

１０月１８日にプリントを配布いたしまし
た。当日近づきましたらプログラムも配布
いたします。

について諸費引き落とし日

※が引き落とし日です。１１月８日（水）
JA通帳の残高をご確認ください。

～ 文化理解や 和・ 権について考えながら～「 」･･･とは正しく 異 平 人

校長 蔦 亜紀朗

２４日（火）の児童朝会は、校長講話の回でした。 をテーマにイメージをアフリカ
広げたり、 で医療支援をされていた日本人医師の方のエピソードを紹介しアフリカ
たりしました。
まず、「 といえば何をイメージするか」を聞いてみました。６年生を中心にアフリカ

「象」や「赤道」、「強い」といった答えが返ってきました。一般的に出てきそうなこ
と以外に、村の学校が以前ＡＬＴ（英語）指導助手として長らくお世話になっていた
ガーナが祖国のノアさん、モザンビークの美しく青い海、ラグビー南アフリカ代表
選手団、赤道直下にありながら年中涼しい、標高約１，６００ｍにあるケニアの首都
ナイロビのこと、そしてそのケニアではスマートホンの普及率が高く、ほとんどの大
人が電子マネー決済をしていることを紹介しました。
後半で話題にしたのは、「 」国境なき医師団日本

小児で以前会長をされていた加藤 寛幸さんという
の方です。平成１５（２００３）年に へ派科医 スーダン

遣された当時、首都ハルツームで年間１，５００人ほ
どの赤ちゃんがいろいろな事情で捨てられている状
況があり、現地スタッフとともに命を救う仕事をされ
ていました。
現地スタッフとの関係作りに努力されている頃、指

示を出すと「 」されたことをネガティブにとらえ舌打ち
ておられたのですが、 では（他アフリカの一スーダン
部や他の地域でも）「 」が「 」の意舌打ち はい（Ｙｅｓ）
味の返事であることをやがて理解できたそうです。

教育目標 正しく 正し本校の には「 」がありますが、
理解する、 く考えるためには、思い込み・偏見・く 正し

良く知り よ理解不足・コミュニケーション不足は避け、ていねいに時間をかけて、 、
、 必要があり、実はなかなか難しい･･･ということを伝える目く確かめ よく話し合う

的で、今回の講話を計画してみました。
先日は、戦争体験者の方に「 」としてお越しただく「 」も行いまし語り部 平和学習

相手の気持ち 思た。身近にいる を考え、相手のことを理解してお互いに認めあう「
」が大切で、そのことが人権尊重や平和にも繋がります。相互理解といいやりの心

う点では、同じく今月、５年生が体験した「 （車いすバスパラリンピックキャラバン」
ケットボール体験）も、いい機会になりました。

一人ひとりが輝く元気な学校 ふるさと 赤阪小学校


